
 

 

 

 

 

 

 極点図ｃｓｖデータのＡＳＣ変換 
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概要 

 Ｐａｎａｌｙｔｌｃａｌ社測定データをＣＴＲソフトウエアで解析を行う場合、 

 ｘｒｄｍｌあるいはｃｓｖデータをＡＳＣデータに変換して行う。 

    極点処理ではバックグランド削除が行われるが、ＡＳＣデータの場合、極点データとバックグランド 

データが同一ファイルに登録されているが、Ｐａｎａｌｙｔｌｃａｌ社測定データでは別のファイルと

して登録されている。 

本資料ではｃｓｖからＡＳＣ変換の手順を説明する。 

ＣＴＲソフトウエアでは、ホルダーとファイル名にはスペースは使えなく、ファイル名の先頭に指数を 

配置し、極点ファイルとバックグランドデータ結合時の判断として、バックグランドファイルは指数＋

ＢＧ１（ＢＧ２）とします。 

例えば 

 １１０．ｃｓｖ 

 １１０ＢＧ１．ｃｓｖ 

 ２００．ｃｓｖ 

 ２００ＢＧ１．ｃｓｖ 

 ２１１．ｃｓｖ 

 ２１１ＢＧ１．ｃｓｖ 

 とします。 

ＣＴＲソフトウエアでは、Ｐｈｉ（β）方向に２点以上でなければ極点処理で扱えない。 

バックグランドデータは、Ｐｈｉ（β）方向に１点、２点、、、、が可能で、 

１点の場合は、３６０度に拡張されます。 

以下に操作法を説明します。 

 

測定データ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｃｓｖからＡＳＣに変換手順 

ＰＡＮａＣＳＶｔｏＡＳＣにて一括選択 

  

 

 

Ｐｈｉ（β）データの拡張を行う 

 Ｐｈｉ（α）方向の切り出しを行う 

  極点図中心から範囲指定 ６０の場合（０－＞６０）の範囲を処理する。 

ｃｓｖ－＞ＡＳＣ変換を行う。 

 



作成されるファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力データ 

データ拡張 

データ領域切り出し 

ＡＳＣ変換 



 

 

ＡＳＣデータの結合 

ＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃソフトウエアで結合 

 

選択で、結合が完了している。 

 

 

 

 



 

 

結合されたファイル 

 

 

 

 


